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県
内
最
高
齢
者
に
祝
い
状

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
喜
界
園
」

（
金
井
勝
芳
園
長
・
入
所
者
80
人
）
が

主
催
す
る
「
納
涼
盆
踊
り
大
会
」
が
９

月
7
日
、
同
園
園
庭
で
開
催
さ
れ
た
。

会
場
で
は
様
々
な
催
し
物
が
披
露
さ

れ
、
入
所
者
の
家
族
な
ど
約
２
５
０
人

が
来
場
し
た
。

　

同
園
職
員
約
70
人
に
よ
る
輪
踊
り
を

皮
切
り
に
、
町
内
の
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
や

日
本
舞
踊
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
踊
り
な
ど
が

催
さ
れ
た
。
ま
た
、「
３
６
５
歩
の
マ
ー
チ
」

で
は
、
入
所
者
と
来
場
者
も
一
緒
に
な
っ

て
踊
り
、会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

金
井
園
長
は
「
こ
の
盆
踊
り
大
会
は

昭
和
50
年
か
ら
続
く
恒
例
行
事
で
、
毎

年
み
ん
な
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
曲
に 入所者と職員などが一緒になって踊った

合
わ
せ
て
た
く
さ
ん
の
人
が
踊
り
、
会
場
は
み

ん
な
の
笑
顔
で
満
ち
溢
れ
る
。
こ
れ
か
ら
も

継
続
し
て
い
き
た
い
」
と
盆
踊
り
の
様
子
を
満

足
げ
に
語
っ
た
。

島
一
押
し
の
自
慢
の
特
産
品
が
決
定

み
ん
な
で
楽
し
く
踊
っ
て
歌
っ
た

審査を受ける結いグループの体岡会長

さ
れ
た
。
出
品
者
ら
は
、
作
品
の
特
長
、
製

造
し
た
き
っ
か
け
な
ど
を
審
査
員
に
ア
ピ
ー
ル

し
た
。
審
査
員
ら
は
出
品
さ
れ
た
作
品
を
試

食
し
な
が
ら
、
市
場
性
や
独
創
性
、
製
造
方

法
な
ど
の
観
点
か
ら
審
査
し
た
。

　

県
特
産
品
協
会 

岩
重
鈴
美
審
査
員
は
胡

麻
し
ゃ
ぶ
だ
れ
に
つ
い
て
「
胡
麻
の
風
味
が
よ

く
、
美
味
し
い
。
純
粋
な
自
然
食
品
の
雰
囲

気
を
う
ま
く
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
る
。
島
内
で
は

島
外
者
へ
の
贈
答
用
と
し
て
、
島
外
で
は
、
高

級
食
材
売
り
場
に
こ
だ
わ
り
食
材
と
し
て
置
い

て
も
ら
う
な
ど
、
販
路
拡
大
が
見
込
め
る
商

品
で
あ
る
」
と
講
評
し
た
。

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、多
様
化
す
る
消
費
者
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
商
品
づ
く
り
や
、
土
産
品
等

の
開
発
・
地
域
の
資
源
を
活
か
し
た
各
島
一押

し
の
特
産
品
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
な
ど
を

目
的
と
し
て
、
平
成
23
年
か
ら
開
催
さ
れ
今

回
で
３
回
目
。

優秀賞を受賞した「胡麻しゃぶだれ」

て
も
ら
い
た
い
」
と
祖
母
の
さ
ら
な
る
長
寿
を

願
っ
た
。

　

ま
た
、
県
は
「
老
人
週
間
」（
9
月
15
〜

21
日
）
に
合
わ
せ
て
、
本
年
度
に
１
０
０
歳
を

迎
え
る
長
寿
者
を
訪
問
し
て
お
り
、
同
園
入

所
中
の
浜
井
ア
サ
ノ
さ
ん
、
酒
井
イ
シ
さ
ん
に

も
賞
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

祝状が贈られた田島さん（前列中央）

　

県
は
9
月
12
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
喜
界
園
」
を
訪
れ
、
県
内
最
高
齢
の
田
島

ナ
ビ
さ
ん
（
１
１
３
歳
・
明
治
33
年
生
）
に
祝

い
状
と
記
念
品
を
贈
っ
た
。

　

孫
の
廣
行
さ
ん
（
60
才
）
は
「
祖
母
は
、

若
い
頃
か
ら
早
寝
早
起
き
の
規
則
正
し
い
生

活
を
し
て
い
た
。
く
よ
く
よ
し
な
い
性
格
で
、

食
べ
物
の
好
き
嫌
い
も
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が

長
寿
に
つ
な
が
っ
た
と
思
う
。
現
在
も
含
め
て

病
院
に
ほ
と
ん
ど
通
っ
て
お
ら
ず
、
ま
だ
ま
だ

元
気
な
の
で
頑
張
っ
て
、
日
本
最
高
齢
に
な
っ

　

地
域
の
素
材
を
生
か
し
た
島
一番
の
作
品
を

選
ぶ
「
し
ま
一番
コ
ン
テ
ス
ト
」（
奄
美
群
島
観

光
物
産
協
会
な
ど
が
主
催
）
が
8
月
26
〜
30

日
、
群
島
内
各
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。
本
町

で
は
8
月
28
日
、
役
場
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
、結
い
グ
ル
ー
プ
（
体
岡
広
美
会
長
）

が
出
品
し
た
「
胡
麻
し
ゃ
ぶ
だ
れ
」
が
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
。

　

同
会
場
で
行
わ
れ
た
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
加

工
食
品
部
門
に
６
点
の
自
慢
の
作
品
が
出
品
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青
少
年
た
ち
の
激
し
い
戦
い

　

町
が
主
催
す
る
「
第
37
回
青
少
年
ふ

る
さ
と
大
会
」
が
8
月
18
日
に
開
催
さ

れ
た
。
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
男
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
（
参
加
数
９
チ
ー
ム
）

は
、
荒
木
チ
ー
ム
が
優
勝
。
町
総
合
体

育
館
で
行
わ
れ
た
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

（
参
加
数
５
チ
ー
ム
）
は
、
赤
連
チ
ー
ム

が
優
勝
を
飾
った
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り

　

 

荒
木
４
―
２
早
町
、
志
戸
桶
10
―
４
赤

連
、
早
町
10
―
８
中
央
、
赤
連
９
―
２

中
央
、
志
戸
桶
10
―
２
荒
木

　

湾
10
―
３
嘉
手
浦
、
佐
手
久
11
―
５

　

中
里
、
嘉
手
浦
４
―
１
佐
手
久
、

ソフトボール競技優勝荒木チーム

佐々木准教授

「
隆
起
サ
ン
ゴ
の
島
・
喜
界
島
」

　
　
　
　
　
　
　
　

最
新
研
究
報
告

　

中
里
12
―
７
湾

　

湾
４
―
２
志
戸
桶
、
荒
木
３
―
１
嘉
手
浦

　

荒
木
９
―
４
湾

　

荒
木
２
―
０
中
里
、
赤
連
２
―
０
湾
、

　

嘉
手
浦
２
―
０
中
里
、
荒
木
２
―
０
湾
、

　

赤
連
２
―
１
嘉
手
浦

　

赤
連
２
―
１
荒
木 

　

金
沢
学
院
大
学
佐
々
木
圭
一
准
教
授
に

よ
る
「
サ
ン
ゴ
化
石
か
ら
み
た
喜
界
島
の

生
い
立
ち
サ
ン
ゴ
礁
段
丘
と
地
震
隆
起
」

と
題
し
た
講
演
会（
町
産
業
振
興
課
主
催
）

が
9
月
9
日
、
役
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
。

　

講
演
会
で
は
、
佐
々
木
准
教
授
が
隆
起
サ バレーボール競技優勝赤連チーム

審査を受ける●●●

【
喜
界
高
校
創
立
５
周
年
・
復
帰
１
周

年
記
念
体
育
大
会
（
昭
和
29
年
）】

　

悲
願
の
祖
国
復
帰
を
果
た
し
て
か
ら

１
年
。
青
年
た
ち
は
未
来
へ
の
希
望
に

満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
。

ン
ゴ
礁
か
ら
形
成
さ
れ
た
喜
界
島
の
な
り

た
ち
な
ど
の
概
略
を
説
明
し
た
。

　

最
近
の
研
究
で
は
、
10
万
年
前
の
百
之

台
は
海
面
す
れ
す
れ
で
、
平
ら
な
土
地
は

当
時
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
や
、
喜
界
島
の

隆
起
は
１
〜
2
千
年
に
1
回
、
巨
大
地

震
に
伴
って
数
㍍
の
隆
起
を
繰
り
返
し
て

き
た
こ
と
。
海
洋
プ
レ
ー
ト
に
あ
る
奄
美

海
台
が
大
陸
プ
レ
ー
ト
に
沈
み
込
む
こ
と

に
よって
速
い
隆
起
が
促
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
が
分
かって
い
る
と
い
う
。

スライドを使って分かり易く説明した講演会の様子
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も
う
一
方
は
、
上
嘉
鉄
方
面
に
向
か
っ
て
伸
び

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
住
居
と
作
地
と
の
距
離

を
縮
め
る
た
め
、
一
部
住
民
は
上
島
か
ら
約

５
０
０
㍍
西
へ
住
居
を
移
し
た
。
こ
れ
が
下

島
で
、
先
山
は
付
近
の
小
字
名
に
由
来
す
る
。

特
色
あ
る
集
落
行
事
な
ど

●
６
月
燈
（
ド
ゥ
ン
ガ
ン
ド
ー
）

　

旧
暦
６
月
15
日
に
行
わ
れ
る
伝
統
的
な
行

事
。
保
食
神
社
と
水
神
社
に
、
小
豆
御
飯
と

御
神
酒
、
水
を
供
え
、
あ
と
か
ら
頂
く
。
五

穀
豊
穣
を
願
う
「
保
食
神
社
家
内
牛
馬
安
全

保
護
削
除
修
」
の
札
と
、
豊
富
な
水
の
恵
み

を
願
う
「
水
神
社
主
語
幸
賜
修
」
の
札
を
自

宅
へ
持
ち
帰
り
、
祈
願
す
る
。

●
ジ
ュ
ウ
ゴ
ン
チ
ウ
ン
ミ

　

旧
暦
の
８
月
15
日
に
、保
食
神
社
前
の
フ
ド
ゥ

ク
ン
メ
ー
で
開
催
さ
れ
る
先
山
・
浦
原
集
落
合

同
の
豊
年
祭
り
。

　

老
若
男
女
が
八
月
踊
り
や
奉
納
相
撲
な
ど

を
行
い
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
。

●
ニ
ジ
ュ
ウ
ゴ
ン
チ
ウ
ン
ミ

　

旧
暦
の
8
月
25
日
に
催
さ
れ
る
先
山
・
浦
原

集
落
特
有
の
行
事
。
10
日
前
に
行
わ
れ
る
ジ
ュ

ウ
ゴン
チ
ウ
ン
ミ
と
同
じ
内
容
で
開
催
さ
れ
る
。

●
ド
ゥ
ン
ガ
ー
（
感
謝
祭
）

　

ウ
ヤ
ン
コ
ウ
（
み
ず
の
え
い
ぬ
の
日
）
の
午
後

に
行
わ
れ
る
祭
り
。
以
前
は
、
ウ
ヤ
ンコ
ウ
の
日

か
ら
3
日
目
に
開
催
さ
れ
て
い
た
。
八
月
踊
り

や
相
撲
な
ど
を
行
い
、
神
様
に
感
謝
の
気
持
ち

を
捧
げ
る
。

●
フ
ユ
ン
ミ

　

ウ
ヤ
ンコ
ウ
の
日
か
ら
9
日
目
に
行
わ
れ
、
農

作
物
の
豊
作
祈
願
を
す
る
行
事
。
小
・
中
・
高

生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
班
に
分
か
れ
、
明
か
り
を
灯

概
要

　

先
山
集
落
の
人
口
は
１
０
６
人
、
48
世
帯
。
浦

原
集
落
の
人
口
は
１
１
１
人
、
54
世
帯
。
以
前
、

先
山
と
浦
原
は一つ
で
あ
っ
た
と
こ
と
な
ど
か
ら「
兄

弟
集
落
」
と
呼
ば
れ
、
密
接
な
関
係
に
あ
る
。

島
の
南
側
に
位
置
し
、
集
落
内
に
県
道
喜
界
島

循
環
線
及
び
浦
原
飛
行
場
線
が
走
る
。

　

農
業
が
盛
ん
な
集
落
で
、
特
に
、
湧
水
量
の
多

い
泉
か
ら
溢
れ
で
る
水
の
恩
恵
を
受
け
、
町
内
で

も
有
数
の
田
芋
栽
培
地
が
広
が
る
。
そ
の
泉
か
ら

流
れ
込
む
小
川
に
は
、
タ
ナ
ガ
ー
（
手
長
エ
ビ
）
や

セ
エ
ー
（
小
エ
ビ
）、
ウ
ナ
ギ
な
ど
、
多
く
の
生
物

が
生
息
す
る
。

　

ま
た
、
両
集
落
の
班
は
1
号
か
ら
4
号
で
構
成

さ
れ
、
各
号
か
ら
組
長
が
選
出
さ
れ
て
い
る
。
毎

年
4
月
の
初
常
会
で
、
集
落
の
活
動
や
年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
今
年
度
予
算
案
の
決
議
や
前
年
度
の

決
算
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

　

住
宅
の
番
地
か
ら
見
る
両
集
落
の
区
分
け
は
、

先
山
集
落
は
３
桁
（
２
０
０
番
台
か
ら
５
０
０
番

台
）、
浦
原
集
落
は
４
桁
（
１
３
０
０
番
台
か
ら

１
５
０
０
番
台
）
で
あ
る
。

村
の
生
い
立
ち

　

竹
内
譲
氏
の
「
喜
界
島
の
民
俗
」
に
よ
る
と
、

浦
原
に
は
上ウ

イ
ン
シ
マ島と

下サ
ン
シ
マ島

が
あ
り
、
戦
前
は一緒
に

浦
原
と
呼
ん
で
い
が
、
現
在
、
下
島
は
独
立
し
、

先
山
と
称
し
て
い
る
。
上
島
の
西
北
山
手
に
は
保

食
神
社
が
あ
り
、
そ
の
上
方
に
水
量
豊
か
で
海
に

注
ぐ
ほ
ど
の
余
力
が
あ
る
泉
が
あ
る
。
こ
の
泉
を

頼
って
上
島
は
構
成
さ
れ
た
が
、
人
口
の
増
加
に
つ

れ
て
田
畑
の
作
地
は
２
方
向
に
伸
び
た
。
一方
は
、

上
島
後
方
の
坂
を
登
っ
て
川
嶺
台
地
に
伸
び
、

し
な
が
ら
各
家
々
を
回
る
。
そ
こ
で
餅
も
ら
い
の
歌
１

番
を
歌って
踊
り
、
お
菓
子
な
ど
を
も
ら
う
。
帰
る
と

き
は
同
歌
２
番
を
歌
い
な
が
ら
、次
の
家
に
移
動
す
る
。

　

1
番

　
ア
ワ　
フ
チ
ャ
ギ　

タ
ボ
レ
ヨ
ー
（
粟
も
ち
賜
れ
よ
）

　
フ
ミ　
フ
チ
ャ
ギ　

タ
ボ
レ
ヨ
ー
（
米
も
ち
賜
れ
よ
）

　

タ
ボ
ラ　
ヒ
ド　

ナ
ラ
バ
ー
（
賜
れ
る
な
ら
ば
）

　
マ
ム
チ　

タ
ボ
レ
（
米
も
ち
賜
れ
）

　
ハラ　

ド
ン
ド
ン
セ
ー　

　

サ
マ
イ
ト
ゥ　

サ
ン
セ
ー

水神社(先山)水神社(先山)

ユッシイユッシイ

フドゥクンメーフドゥクンメー保食神社保食神社

ハニヤーハニヤー

高台から浦原集落を臨む【写真提供　松平浩久さん】高台から浦原集落を臨む【写真提供　松平浩久さん】

水神社(浦原)水神社(浦原)

水量豊富な川水量豊富な川

高台から先山集落を臨む高台から先山集落を臨む
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「
島
で
収
穫
さ
れ
た
新
鮮
な
『
島
野
菜
と

果
物
』
を
使
っ
た
特
産
品
を
開
発
し
て
、
喜

界
島
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
さ
せ
た
い
」
と
語
り
、

毎
日
の
研
究
開
発
に
余
念
が
な
い
中
野
修
さ

ん
。
島
内
で
食
品
製
造
を
行
う
「
は
な
さ
工

房
」
の
代
表
と
し
て
毎
日
奔
走
し
て
い
る
。

　

福
岡
県
で
生
ま
れ
育
っ
た
中
野
さ
ん
は一
昨

年
、
同
県
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
澄

川
盛
昭
さ
ん
（
喜
界
島
薬
草
普
及
協
会
代
表

理
事
）
と
出
会
い
、「
喜
界
島
で
ボ
タ
ン
ボ
ウ

フ
ウ
（
サ
ク
ナ
ー
）
を
使
っ
た
商
品
を
一
緒
に

開
発
し
て
ほ
し
い
」
と
誘
わ
れ
た
。
県
内
の

有
名
食
品
メ
ー
カ
ー
で
約
10
年
間
、
麺
類
の

ス
ー
プ
や
調
味
料
の
開
発
経
験
が
あ
る
中
野

さ
ん
は
、
以
前
か
ら
「
早
く
自
立
し
て
食
品

開
発
を
し
た
い
」
と
考
え
て
お
り
、昨
年
2
月
、

期
待
を
胸
に
初
来
島
し
た
。

　

中
野
さ
ん
は
黒
糖
製
造
を
手
が
け
る
杉
俣

紘
二
朗
さ
ん
ら
の
案
内
で
、
農
地
や
食
品
加

工
施
設
な
ど
を
巡
っ
た
際
に
、
あ
る
業
者
か

ら
「
食
品
開
発
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
ほ
し
い
」

と
頼
ま
れ
た
。「
助
言
や
指
導
を
し
な
が
ら

食
品
づ
く
り
が
で
き
れ
ば一石
二
鳥
だ
」
と
思

い
、
意
を
決
し
て
島
に
移
住
し
た
。

　

移
住
後
、
中
野
さ
ん
は
「
は
な
さ
工
房
」

を
立
ち
上
げ
、
島
み
か
ん
の
ぽ
ん
酢
や
黒
糖

焼
酎
入
り
の
焼
肉
の
た
れ
な
ど
を
開
発
・
販

売
し
な
が
ら
、
日
々
研
究
を
重
ね
て
い
る
。

　

島
野
菜
に
つ
い
て
中
野
さ
ん
は
「
島
に
は
い

い
素
材
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
多
く
の
島
民
は
、

自
分
た
ち
が
育
て
て
い
る
島
野
菜
に
付
加
価

値
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
そ
の
価
値
を

島
外
の
人
に
も
認
知
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

物
産
展
な
ど
に
も
積
極
的
に
出
展
し
、
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
う
こ
と
が
必
要
」
と
話
し
た
。
ま

た
、「
サ
ト
ウ
キ
ビ
作
が
主
の
農
業
で
は
な
く
、

島
野
菜
の
地
産
他
消
を
推
進
し
た
い
。
こ
れ

か
ら
も
島
み
か
ん
、
島
ニ
ン
ニ
ク
、
ボ
タ
ン
ボ
ウ

フ
ウ
な
ど
を
ベ
ー
ス
に
し
た
食
品
を
開
発
し
、

さ
ら
に
、
島
の
人
た
ち
と
協
力
し
て
六
次
産

業
化
や
農
商
工
連
携
を
広
め
、
島
の
特
産
品

の
向
上
や
高
度
な
技
術
の
支
援
を
行
い
た
い
」

と
意
欲
を
語
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
中
野
さ
ん
は
島
の
素
材
を
生

か
し
た
商
品
の
開
発
を
進
め
な
が
ら
、「
喜
界

島
ブ
ラ
ン
ド
」
の
確
立
に
向
け
、
島
じ
ゅ
う
を

駆
け
巡
る
。

不
定
期
連
載

シ
リ
ー
ズ

昭和 47 年生まれ。福岡
県飯塚市出身、湾在住。
岡山理科大学大学院工
学研究科修了。現在、
島素材の特長を生かし
た食品製造メーカー「は
なさ工房」を経営。

加工センターで食品を製造する中野さん

先山区長。区長歴６年。
昭和 22 年生まれ。趣味は、
スポーツ鑑賞と四段の腕前
を持つ囲碁。ＮＨＫの囲碁
番組はいつも楽しみと語る。
好きな言葉は「誠心誠意」。

浦原区長。区長歴５年。
昭和 22 年生まれ。趣味は
「旅行」と「日本の名城調
べ」、「読書」など。好きな
言葉は「自然および社会と
『共に生きる』」。

2
番

　
ウ
フ
ク
ド　
ア
リ
ル
ヨ
ー

　
（
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
）

　

カ
フ
ウ
シ
ャ
ド　
ア
リ
ル
ヨ
ー

　
（
果
報
謝
が
あ
り
ま
す
よ
）

　

ヤ
イ
ヌ　

イ
ネ　

ガ
ナ
シ
ヤ

　
（
来
年
の
稲
穂
様
は
）

　
ア
ブ
シ　
マ
ク
ラ

　
（
畦
枕
）

　
ハラ　

ド
ン
ド
ン
セ

　

サ
マ
イ
ト
ゥ　

サ
ン
セ
ー

●
敬
老
会

　

１
月
3
日
に
行
わ
れ
、
そ
の
年
の
還
暦

者
を
集
落
民
で
お
祝
い
す
る
。
敬
老
会

は
、
敬
老
会
踊
り
（
浦
原
は
、「
か
さ
お

ど
り
」、「
ぼ
ー
お
ど
り
」
ま
で
行
う
）
で

始
ま
り
、
踊
り
や
歌
な
ど
の
催
し
物
で
楽

し
む
。

集
落
性

　

両
集
落
と
も
、
集
落
作
業
な
ど
に
積

極
的
に
参
加
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が

旺
盛
で
よ
く
働
く
集
落
民
が
多
い
。

　

ま
た
、
先
山
は
団
結
心
が
強
く
情
熱

的
で
、
真
面
目
な
人
が
多
く
、
浦
原
は

温
厚
で
マ
イ
ペ
ー
ス
な
人
が
多
い
。

観
光
名
所
な
ど

●
水
神
社
（
先
山
・
浦
原
）

　

両
集
落
の
上
方
に
位
置
す
る
２
つ
の
水

神
社
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
周
辺
は
水

が
豊
富
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
祭
神
は「
水

神
」
で
、
神
格
は
「
水
を
司
る
神
」。
創

設
は
不
明
で
、
祭
日
は
旧
暦
８
月
15
・
25

日
。
旧
暦
の
１
日
、
15
日
に
集
落
民
が
交

代
で
清
掃
・
管
理
し
て
い
る
。

●
ハ
ニ
ヤ
ー

　

先
山
水
神
様
の
下
に
位
置
し
、
昔
か
ら
集
落
民
の

水
浴
び
場
や
洗
濯
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
泉
。

水
口
か
ら
は
絶
え
ず
水
が
湧
き
、
水
量
も
豊
富
。

●
ユ
ッ
シ
ィ

　

岸
辺
に
あ
る
こ
の
岩
は
、
集
落
グ
ラ
ウ
ン
ド
横
の
農

道
か
ら
海
に
向
か
う
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
干
潮
時
に

は
大
き
く
姿
を
現
す
。
付
近
は
浅
い
た
め
、
鯨
が
打

ち
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
エラ
ブ
チ
な
ど
の
魚
も

好
ん
で
住
み
、
追
い
込
み
漁
の
場
と
し
て
も
使
わ
れ
る
。

●
保
食
神
社

　

集
落
の
山
手
側
に
位
置
し
、
境
内
内
の
土
俵
で
豊

年
祭
の
奉
納
相
撲
や
、
老
若
男
女
の
八
月
踊
り
が
行

わ
れ
、
毎
年
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
。
祭
神
は
豊
受

姫
神
（
と
よ
う
け
ひ
め
か
み
）
で
、
神
格
は
「
五
穀

の
主
宰
神
」（
農
業
神
）。
創
設
は
不
明
で
、
祭
日

は
旧
暦
8
月
15
・
25
日
。
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８
月
25
日
（
日
）
に
役
場
コ
ミュニ

テ
ィ
ホ
ー
ル（
集
会
室
兼
多
目
的
室
）

で
、
各
社
会
教
育
関
係
団
体
の
活

動
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
幅
広

い
情
報
や
知
識
を
持
っ
た
生
涯
学
習

リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
標
記
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

講
義
Ⅰ
「
団
体
活
動
の
活
性
化

に
向
け
て
」（
子
ど
も
会
育
成
団
体・

Ｐ
Ｔ
Ａ
対
象
）で
は
、ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー

ミ
ン
グ
と
Ｋ
Ｊ
法
を
活
用
し
、
団
体

活
動
の
活
性
化
を
図
る
目
的
に
各

自
が
自
由
に
出
し
た
ア
イ
デ
ア
を
グ

ル
ー
プ
で
整
理
し
、
課
題
を
明
確
に

し
な
が
ら
解
決
を
探
り
ま
し
た
。

　

講
義
Ⅱ
「
メ
ン
タ
ルヘル
ス
」（
女

性
団
体
・
高
齢
者
団
体
対
象
）
で

は
、
健
康
づ
く
り
を
努
力
目
標
に

掲
げ
て
い
る
２
団
体
を
対
象
に
行

い
、
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る
た
め

気
軽
な
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を
学
び
ま

し
た
。

　

最
後
の
実
技
Ⅰ
「
ニュー
ス
ポ
ー
ツ

体
験
」
で
は
、
受
講
者
全
員
が
参

加
し
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ

れ
と
で
も
楽
し
め
る
ニュー
ス
ポ
ー
ツ

で
親
睦
を
図
り
ま
し
た
。

　

受
講
し
た
47
名
は
、
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
必
要
な
知
識
・
技
能
を
習
得

し
よ
う
と
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

に
も
真
剣
な
面
持
ち
で
講
義
や
実

技
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
し
た
。

【
受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
】

　

講
義
Ⅰ
で
は
、
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ

ン
グ
や
Ｋ
Ｊ
法
の
取
り
組
み
を
通
し

て
、
他
の
育
成
会
の
方
々
の
悩
み
に

共
感
し
た
り
、
意
見
を
聞
く
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
そ
の
場

の
活
動
に
終
わ
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
の

育
成
会
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
良

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

講
義
Ⅲ
で
は
、
喜
界
島
の
遺
跡
に

つい
て
と
て
も
分
か
り
や
す
く
、
楽

し
い
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
に
も
聞
か
せ
た

り
見
せ
た
り
し
て
あ
げ
た
い
で
す
。

　
ニュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
は
、
年
代

に
関
係
な
く
本
当
に
楽
し
く
で
き

ま
し
た
。
様
々
な
年
代
の
方
々
と
の

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
も
取
れ
、
貴
重

な
時
間
で
し
た
。
お
疲
れ
様
で
す
。

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

30
歳
代
女
性

ら
７
日
ま
で
設
定
し
て
あ
り
ま
す
。

各
学
校
の
取
組
等
に
つい
て
は
、
今

後
、
掲
示
予
定
の
各
学
校
の
ポ
ス

タ
ー
や
学
校
だ
よ
り
等
で
御
確
認

下
さ
い
。

　

４
月
に
行
わ
れ
た
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
結
果
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
、
小
学

校
６
年
生
、
中
学
校
３
年
生
を
対

象
に
、
全
国
の
全
て
の
小
・
中
学

校
で
取
り
組
ん
で
い
る
調
査
で
す
。

　

こ
の
調
査
か
ら
喜
界
町
の
児
童

生
徒
の
学
力
の
現
状
に
つ
い
て
上
記

よ
う
な
課
題
が
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
調
査
は
学
力
調
査

と
同
時
に
児
童
生
徒
の
生
活
面
の

調
査
も
し
て
い
ま
す
。
喜
界
町
の

児
童
生
徒
の
実
態
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

こ
の
結
果
を
も
と
に
各
学
校
で

は
、
児
童
生
徒
の
確
か
な
学
力
定

着
の
た
め
に
具
体
的
な
対
策
を
講

じ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後

の
児
童
生
徒
の
変
容
に
ご
期
待
く

だ
さ
い
。　
　

　

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
は
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
社
会
の
よ
り
一
層

の
連
携
と
協
力
の
下
に
、
県
民
一人

一
人
が
鹿
児
島
の
教
育
に
つ
い
て
考

え
る
気
運
を
高
め
、
本
県
教
育
の

充
実
と
発
展
を
図
る
た
め
、
地
域

が
育
む
「
か
ご
し
ま
の
教
育
」
県

民
週
間
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
週
間
に
お
い
て
、
保
護
者
・

地
域
住
民
へ
の
学
校
の
開
放
等
、

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
への
取
組
な

ど
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
町
教
育
委

員
会
で
も
積
極
的
に
後
援
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
学
校
で
の

が
ん
ば
り
を
ぜ
ひ
、
ご
参
観
く
だ

さ
い
。
こ
の
週
間
は
、
11
月
１
日
か

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
必
要
な
知

識
・
技
能
を
習
得
!

平
成
25
年
度
生
涯
学
習
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座

講義Ⅲ「喜界島の遺跡について」では、講義Ⅲ「喜界島の遺跡について」では、
現在、畑総事業で発掘中の手久津久地現在、畑総事業で発掘中の手久津久地
区の状況を中心に説明を行いました。区の状況を中心に説明を行いました。

地
域
が
育
む

「
か
ご
し
ま
の
教
育
」
県
民
週
間

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果

か
ら

67.9 77.4 75.7 60.6 67.5 66.4 

66.7 72.7 75.0 56.4 64.9 66.8 

89.8 90.4 87.7 66.2 75.1 73.5 
18.0 28.7 28.1 14.1 43.9 36.9 
8.9 11.4 12.1 7.0 21.4 17.2 

15.4 18.2 16.4 11.2 15.4 14.3 

16.7 45.8 20.5 7.0 18.7 9.2 

17.9 42.7 41.3 4.2 30.4 33.5 
39.7 63.4 51.4 36.6 61.4 48.6 

69.2 76.3 76.5 67.6 69.6 66.6 

実技Ⅰ「ニュースポーツ体験」では、実技Ⅰ「ニュースポーツ体験」では、
年の差を感じさせないハッスルプレー年の差を感じさせないハッスルプレー
が続出。が続出。
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☎

!!

お
肉
や
卵
の
生
食
・
加

熱
不
足
に
よ
る
食
中
毒

に
ご
注
意
下
さ
い
！

　

10
月
は
ピ
ン
ク
リ
ボ

ン
月
間
〜
乳
が
ん
の
撲

滅
と
早
期
発
見
の
た
め

に
〜
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大大大大

命命命命命命

心心心

守守守守

たた

大大大大大大大大大大大大大大大大
切切切切切切切切切
なななななな
命命命命命命命命命命命命命命命
ととととと
心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心
をををを
守守守守守守守守守
るる
たたたたたた
めめ

大
切
な
命
と
心
を
守
る
た
め

救
え
る
「
い
の
ち
」
が
あ
る

殺
以
外
の
選
択
肢
が
考
え
ら
れ
な
く
な
り
、

危
機
的
な
状
況
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
て
し
ま

う
と
い
う
課
程
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

よ
う
に
多
く
の
自
殺
は
、
個
人
の
自
由
な
思

想
や
選
択
の
結
果
で
は
な
く
、心
理
的
に
『
追

い
込
ま
れ
た
末
の
死
』
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

②
に
つ
い
て
は
、「
世
界
保
健
機
構
が
『
自

殺
は
、
そ
の
多
く
が
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
社

会
的
問
題
』
で
あ
る
と
明
言
し
て
い
る
よ
う

に
、
自
殺
は
社
会
の
努
力
で
避
け
る
こ
と
が

で
き
る
死
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
世
界
の
共

通
認
識
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
経

済
・
生
活
問
題
等
自
殺
の
背
景
と
な
る
様
々

な
要
因
の
う
ち
、
失
業
、
倒
産
、
多
重
債
務

等
の
社
会
的
要
因
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
見

直
し
や
相
談
・
支
援
体
制
の
整
備
と
い
う
社

会
的
な
取
組
に
よ
っ
て
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、

一
見
個
人
の
問
題
と
思
わ
れ
る
健
康
や
家
庭

問
題
も
専
門
家
へ
の
相
談
な
ど
、
社
会
的
な

支
援
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
に
よ
り
防
げ
る
」

と
し
て
い
ま
す
。

　

③
に
つ
い
て
は
、「
我
が
国
で
は
精
神
疾
患

や
精
神
科
医
療
に
対
す
る
偏
見
が
強
く
、
自

　
「
自
殺
す
る
と
決
め
た
人
を
止
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
」「
自
殺
は
死
に
た
い
人
が
す

る
も
の
」
と
考
え
る
人
も
い
ま
す
が
、
決
し

て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
19
年
に
閣
議
決
定
し
た
「
自
殺
総
合

対
策
大
綱
」
で
は
、「
①
自
殺
は
追
い
込
ま

れ
た
末
の
死
、
②
自
殺
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
、
③
自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
悩
み
を
抱

え
な
が
ら
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
る
」
と
い
う

自
殺
に
対
す
る
3
つ
の
基
本
的
な
認
識
を
示

し
て
い
ま
す
。

　

同
大
綱
で
は
、
①
に
つい
て
「
自
殺
を
考
え

て
い
る
人
は
、
倒
産
、
失
業
、
多
重
債
務
、

病
気
の
悩
み
等
の
様
々
な
要
因
と
そ
の
人
の
性

格
、
家
庭
状
況
な
ど
が
複
雑
に
関
係
し
て
い

る
。
自
殺
に
至
る
心
理
と
し
て
は
、
様
々
な

悩
み
が
原
因
で
心
理
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
、
自

殺
を
図
っ
た
人
が
精
神
科
医
等
の
専
門
家
を

受
診
し
て
い
る
例
は
少
な
い
。
特
に
、
自
殺

者
が
多
い
中
高
年
男
性
は
、
心
の
問
題
を
抱

え
や
す
い
上
、
相
談
す
る
こ
と
へ
の
抵
抗
感

か
ら
問
題
を
深
刻
化
し
が
ち
と
言
わ
れ
て
い

る
。
他
方
、死
に
た
い
と
考
え
て
い
る
人
も
、

心
の
中
で
は
『
生
き
た
い
』
と
い
う
気
持
ち

と
の
間
で
激
し
く
揺
れ
動
い
て
お
り
、不
眠
、

原
因
不
明
の
体
調
不
良
な
ど
自
殺
の
危
険
を

示
す
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
る
。
自
殺
を
図
っ

た
人
の
家
族
や
職
場
の
同
僚
な
ど
身
近
な
人

は
、
自
殺
の
サ
イ
ン
に
気
づ
い
て
い
る
こ
と

も
多
く
、
こ
の
よ
う
な
国
民
一
人
ひ
と
り
の

気
づ
き
を
自
殺
予
防
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
課
題
で
あ
る
」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
毎
年
３
万
人
前
後
の
方
が
自
ら
命
を
絶
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
交
通
事
故

　

日
本
で
は
、
毎
年
３
万
人
前
後
の
方
が
自
ら
命
を
絶
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
交
通
事
故

死
の
約
５
倍
の
数
だ
そ
う
で
す
。
鹿
児
島
県
で
も
毎
年
５
０
０
人
前
後
の
方
が
自
ら
命
を

死
の
約
５
倍
の
数
だ
そ
う
で
す
。
鹿
児
島
県
で
も
毎
年
５
０
０
人
前
後
の
方
が
自
ら
命
を

絶
ち
、
本
町
で
も
ほ
ぼ
毎
年
、
数
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

絶
ち
、
本
町
で
も
ほ
ぼ
毎
年
、
数
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

彼
ら
は
何
を
思
い
、
自
ら
死
を
選
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
…

　

彼
ら
は
何
を
思
い
、
自
ら
死
を
選
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
…

　

こ
れ
ま
で
、『
自
殺
』
は
個
人
的
な
問
題
で
、
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
て

　

こ
れ
ま
で
、『
自
殺
』
は
個
人
的
な
問
題
で
、
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
適
切
な
対
応
と
環
境
で
、
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
死

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
適
切
な
対
応
と
環
境
で
、
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
死

（（avoidable
avoidable　　

death
death

）
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

）
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
私
た
ち
は
何
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
大
切
な
人
を
失
わ
な
い
た
め

　

そ
の
た
め
に
は
私
た
ち
は
何
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
大
切
な
人
を
失
わ
な
い
た
め

に
、
自
殺
予
防
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

に
、
自
殺
予
防
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

１
． 

十
分
に
悩
み
を
聴
い
た
う
え
で
、
他
の

選
択
肢
に
つ
い
て
話
す

２
．
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
働
き
か
け
る

３
． 

専
門
家
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
治
療
を

受
け
る
よ
う
に
助
言
す
る

知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
こ
と

　
　
　
　

ー
自
殺
に
対
す
る
誤
解
ー

　

あ
な
た
は
大
切
な
人
か
ら
自
殺
を
考
え
て

い
る
と
打
ち
明
け
ら
れ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
？

　

県
は
、「
自
殺
を
考
え
て
い
る
と
打
ち
明

け
ら
れ
た
と
き
の
対
応
の
原
則
」
な
ど
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

自
殺
を
考
え
て
い
る
と
打
ち
明
け
ら
れ
た
と

き
の
対
応
の
原
則

１
． 

誰
で
も
い
い
か
ら
打
ち
明
け
た
の
で
は

な
い

２
．
本
人
は
生
と
死
の
間
で
揺
れ
動
い
て
い
る

３
．
時
間
を
か
け
て
、
訴
え
る
傾
聴
す
る

４
． 

沈
黙
を
共
有
す
る
こ
と
も
よ
い

５
． 
悩
み
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
態
度

を
伝
え
る

し
て
は
い
け
な
い
こ
と

１
．
話
を
そ
ら
さ
な
い

２
．
安
易
な
激
励
を
し
な
い

３
．
批
判
し
な
い

４
． 

世
間
一
般
の
価
値
観
を
押
し
つ
け
た
り

し
な
い

次
の
ス
テ
ッ
プ

　

自
殺
の
原
因
に
は
、
体
や
心
の
病
気
な
ど

の
健
康
問
題
、
生
活
苦
や
負
債
な
ど
借
金
問

題
、
介
護
疲
れ
な
ど
の
家
庭
問
題
、
仕
事
や

　

学
校
で
の
問
題
な
ど
様
々
な
も
の
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
問
題
は

決
し
て
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
多
か
れ
少

な
か
れ
私
た
ち
や
周
囲
の
人
に
も
起
こ
り
う

る
こ
と
で
す
。

　

多
く
の
専
門
家
は
、「
こ
れ
ら
の
問
題
は
、

専
門
家
や
相
談
機
関
に
相
談
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
解
決
を
図
れ
る
場
合
は
数
多
く
あ

る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
次
ペ
ー
ジ
上
段
に

掲
載
し
て
い
る
「
自
殺
の
サ
イ
ン
」
が
、
あ

な
た
の
周
り
に
多
く
該
当
す
る
人
が
い
る
と

き
は
、
早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ
う
勧

め
ま
し
ょ
う
。

　

地
球
温
暖
化
、
オ
ゾ
ン
層
破
壊
、
ゴ
ミ
問

題
、
食
の
安
全
、
い
じ
め
や
自
殺
、
絶
え
な

い
紛
争
。
現
在
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

は
と
て
も
深
刻
で
す
。
昔
に
比
べ
、
人
間
関

係
も
希
薄
化
・
複
雑
化
し
、
み
ん
な
が
様
々

な
問
題
を
抱
え
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
環
境
の
中
で
、
今
、
国
を
は
じ
め
全

国
各
地
で
自
殺
予
防
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
が

さ
れ
て
い
ま
す
。「
な
ぜ
尊
い
命
が
失
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
」「
大
切

な
人
を
失
わ
な
い
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
」「
い
ま
、
あ
な
た
に
何

が
で
き
る
の
か
」
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

自
殺
を
考
え
て
い
る
と

　
　
　
　

打
ち
明
け
ら
れ
た
ら
・
・
・

早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　

勧
め
ま
し
ょ
う

今
こ
そ
考
え
よ
う
、『
自
殺
予
防
』
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一人で悩んでいませんか？また、あなたのまわりに
悩みをかかえている人はいませんか？

早めに相談窓口へご相談ください

●喜界町役場　平日 8:30 ～ 17:15
　　保健福祉課
　　　福祉に関すること　・・・６５－３６８５
　　　心と身体の健康・子育てに関する相談
　　　　　　　　　　　　・・・６５－３５２２
　　住民課
　　　消費生活相談　　　・・・６５－３６８７
●名瀬保健所地域保健福祉課　平日8:30～ 17:15
　　　　　　　・・・０９９７－５７－７２４３
●鹿児島いのちの電話（年中無休・24時間対応）
　　　　　　　・・・０９９－２５０－７０００
●こころの電話　平日9:00～ 12:00、13:00 ～ 16:30
　　　　　　　・・・０９９－２２８－９５６６
　　　　　　　・・・０９９－２２８－９５６７
●鹿児島県自殺予防情報センター
　【来所相談・電話相談】※来所は事前電話が必要

　月・木（祝祭日を除く）
　　9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
　　　　　　　・・・０９９－２２８－９５５８
　※ 相談日以外は留守番電話対応。名前・番号等の
　　メッセージを残すと後日、相談員がかけ直します。
●鹿児島県精神保健福祉センター
　【来所相談】
　　精神保健福祉相談
　　　・初回　要予約　木曜日　9:00 ～ 12:00
　　　・２回目以降　予約不要（受付 11:00 まで）
　　　　　　　　　　　月曜日　9:00 ～ 12:00
　　思春期相談　要予約　第３水曜日　9:00～12:00
　　薬物相談　要予約　第3木曜日　14:00～16:00
　　　　　　　・・・０９９－２１８－４７５５
　※相談には健康保険証を持参。電話相談は随時
　　受付可（平日 8:30 ～ 17:00）

　次のようなサインを多く認める場合は、自殺の危険
が迫っています。
１　うつ病の症状に気をつけよう
　 （気分が沈む、自分を責める、仕事の効率が落ちる、
不眠が続く、決断できない）
2　原因不明の身体の不調が長引く※うつの身体症状
　 （頭痛、頭重感、筋肉痛、食欲低下、声が出なくなる等）
３　酒量が増す※酩酊状態でコントロールできない→自殺
４　安全や健康が保てない
　※些細な事故や怪我が頻繁に起きる
　・事故予防措置がとれない
　・ 自己管理を放棄する（糖尿病の治療や人工透析等を
自ら中断する）

　・わざと危険な行為に及ぶ

５　仕事の負担が急に増える、大きな失敗をする、
　職を失う
６　職場や家庭でサポートが得られない
７　本人にとって価値あるもの（職、地位、家族、
　財産を失う
８　重症の身体の病気にかかる
９　自殺を口にする
10　自殺未遂に及ぶ
＊「生きやすい社会」の実現を目指して（内閣府）／
　西多摩保健所加筆より抜粋

気をつけて！自殺のサイン（自殺予防 10箇条）

●奄美病院　　　　　　【奄美市名瀬浜里町１７０】
　【無料相談】第４水曜日　14:00 ～ 17:00
　【外来診察受付時間】月～土 8:00 ～ 11:00
　　　　　　　　　　　　　　　　　祝祭日を除く

　【喜界町出張外来】月１回２日間実施
　　※日時についてはお問い合わせください。
　　（喜界町国保診療所）
　　　　　　　　・・・０９９７－５３－１２００

●大島保養院　　　　　　【瀬戸内町阿木名６５】
　【無料相談】受付時間内に随時対応
　【外来診察受付時間】月～土　8:30 ～ 11:00
　　　　　　　　　　　　　　　　　祝祭日を除く
　　　　　　　　・・・０９９７－７２－０３７６
●ささはらメンタルクリニック
　　　　　　　　　【奄美市名瀬伊津部町１６－７】
　【外来診察受付時間】月～土 9:00 ～ 12:00、
　14:00 ～ 18:00( ※水は 17:00 まで、土は午前のみ )
　　　　　　　　・・・０９９７－５２－１００９
●メンタルクリニックＭａｔｅｒｉａ
　【奄美市名瀬末広町１８－２５グランセ末広ビル１Ｆ】
　【無料相談】受付時間内に随時対応

　【外来診察受付時間】月～土　9:30 ～ 13:30、
　16:00 ～ 19:00、火・土 (午後 )祝祭日は休み
　　　　　　　　・・・０９９７－５５－００５５
●きょらクリニック　　【奄美市名瀬入船町４－１】
　　【無料相談】第４水曜日　14:00 ～ 17:00
　　　※通常の相談場所は奄美病院
　　【外来診察受付時間】火～土　8:00 ～ 11:00、
　　13:30 ～ 16:00、木 (午後 )・祝祭日は休み
　　　　　　　　・・・０９９７－５７－６６３３
●笠利病院　　　　　【奄美市笠利町中金久１２０】
　　【外来診察受付時間】月～土 7:00 ～ 11:30、
　　14:30 ～ 16:30、土 (午後 )・祝祭日は休み
　　【精神科診察】通常は第２・４ 月・火曜日　要予約
　　※ 変更になる場合があるため、直接お問い合わせください。
　　　　　　　　・・・０９９７－５５－２２２２
●喜界徳州会病院　
　　【電話での予約時間】平日９:00 ～ 17:00
　　【精神科診療】月 1回、要予約
　　　診療日は直接お問い合わせください。
　　※ 初診の方の精神科の予約は、一度内科で受診

が必要です。再診からは電話予約できます。
　　　　　　　　　　　　　・・・６５－１１００

管内の精神科等医療機関

こころの健康相談窓口
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●
介
護
料
の
支
給
制
度

介
護
料
の
支
給

　

自
動
車
事
故
に
よ
る
重
度
後

遺
障
害
者
の
方
に
対
す
る
介
護

料
の
支
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
支
給
対
象　

頭
部
、
脊
髄
ま

た
は
胸
腹
部
臓
器
の
損
傷
を
受

け
、
移
動
・
食
事
・
排
泄
な
ど

日
常
生
活
動
作
に
つ
い
て
、
常

時
の
介
護
ま
た
は
随
時
の
介
護

が
必
要
な
状
態
で
あ
る
方
。

・
支
給
方
法　

月
額
制

・
支
給
期
間　

支
所
に
よ
る
受

付
の
行
わ
れ
た
日
の
属
す
る
月

か
ら
、
受
給
資
格
喪
失
事
由
の

発
生
し
た
日
の
属
す
る
月
ま
で
。

・
詳
細
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ　

自
動
車
事
故
対
策
機
構

　

交
通
事
故
被
害
者
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン

℡
０
５
７
０
―
０
０
０
７
３
８

●
育
成
資
金
の
無
利
子
貸
し
付

け
　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故

対
策
機
構
で
は
、
自
動
車
事
故

が
原
因
で
死
亡
さ
れ
た
方
、
ま

た
は
重
度
の
後
遺
障
害
が
残
っ
た

お
子
樣
に
、
育
成
資
金
の
無
利

子
貸
し
付
け
を
行
って
い
ま
す
。

・
対
象
者　

０
歳
か
ら
中
学
卒

業
ま
で
の
お
子
様

・
申
込
者　

そ
の
お
子
様
を
扶

養
し
て
い
る
保
護
者

・
金
額　

は
じ
め
に
一
時
金

15
万
５
千
円
、
貸
付
期
間
中
毎

月
2
万
円
、入
学
支
度
金
（
小
、

中
学
入
学
時
）
4
万
4
千
円

・
期
間　

貸
付
が
決
定
し
た
月

か
ら
中
学
卒
業
の
月
ま
で

・
利
子　

無
利
子

・
返
還　

割
賦
に
よ
る
無
理
の

な
い
、
20
年
以
内
の
均
等
払
い

で
す
。

・
返
還
猶
予　

中
学
卒
業
後
、

高
校
、
大
学
等
に
進
学
し
た
場

合
に
は
、
在
学
期
間
は
返
還
を

猶
予
で
き
ま
す
。

　

所
得
税
や
個
人
事
業
者
の
方

の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

便
利
な
納
税
の
方
法
と
し
て
、

「
振
替
納
税
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
「
振
替
納
税
」
を
利
用

さ
れ
ま
す
と
、
税
務
署
や
金
融

機
関
に
出
向
く
こ
と
な
く
、
指

定
さ
れ
た
銀
行
や
農
協
な
ど
の

預
貯
金
口
座
か
ら
振
替
日
に

自
動
的
に
納
付
が
で
き
ま
す
の

で
、
便
利
で
安
全
で
す
。

　

一
度
手
続
き
を
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
届
け
出
を
い
た
だ
い

た
口
座
は
継
続
し
て
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
振
替
納
税
」
の

こ
と
で
お
分
か
り
に
な
り
に

く
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お

気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

大
島
税
務
署

☎
０
９
９
７（
５
２
）４
３
２
１

技
能
ま
つ
り
開
催
の
ご
案
内

　

建
築
・
造
園
・
角
な
ど
の

製
品
、
製
作
過
程
、
技
を
実

際
に
見
た
り
、
触
れ
た
り
し

て
、
技
能
の
す
ば
ら
し
さ
・

楽
し
さ
を
体
感
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
、
技
能
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
す
。（
入

場
無
料
）

○
日
時

11
月
16
日
（
土
）
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
４
時
30
分

11
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
30
分

○
場
所

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

○
主
な
催
し

　

技
能
体
験
教
室
、
優
れ
た

技
能
士
の
製
品
の
出
展
、
技

能
習
得
に
励
む
職
業
訓
練
生

の
紹
介
、
か
ん
な
削
り
コ
ン

テ
ス
ト
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ッ
ト

等【問
合
せ
先
】
鹿
児
島
県
技
能
祭

り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
鹿
児
島

県
職
業
能
力
開
発
協
会
内
）

☎
０
９
９
（
２
２
６
）
３
４
２
０

税
務
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

　

〜
振
替
納
税
の
お
す
す
め
〜

「
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
被
害
者
援
護
制

度
」
介
護
料
支
給
・
交
通
遺
児

等
の
貸
付
に
つ
い
て

鹿
児
島
県
か
ら
のお

し
ら
せ

暮らしの情報 インフォメーション
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第１回　１１月　２日（土）9:00 ～ 10:30「開校式 /合唱講座」第１回　１１月　２日（土）9:00 ～ 10:30「開校式 /合唱講座」
第２回　１１月　９日（土）9:00 ～ 11:00「油彩画講座」（デッサン、支持体作り）第２回　１１月　９日（土）9:00 ～ 11:00「油彩画講座」（デッサン、支持体作り）
第３回　１１月１６日（土）9:00 ～ 11:00「油彩画講座」（水彩画、下地作り）第３回　１１月１６日（土）9:00 ～ 11:00「油彩画講座」（水彩画、下地作り）
第４回　１１月２３日（土）9:00 ～ 11:00「油彩画講座」（メディウム作り、制作）第４回　１１月２３日（土）9:00 ～ 11:00「油彩画講座」（メディウム作り、制作）
第５回　１１月３０日（土）9:00 ～ 11:00「油彩画講座」（制作「中描き」）第５回　１１月３０日（土）9:00 ～ 11:00「油彩画講座」（制作「中描き」）
第６回　１２月　７日（土）9:00 ～ 11:00「油彩画講座」（制作「描きこみ」）第６回　１２月　７日（土）9:00 ～ 11:00「油彩画講座」（制作「描きこみ」）
第７回　１２月１４日（土）9:00 ～ 11:00「油彩画講座」（制作「仕上げ」）第７回　１２月１４日（土）9:00 ～ 11:00「油彩画講座」（制作「仕上げ」）
第８回　１２月２１日（土）9:00 ～ 10:30「合唱講座 /閉校式」第８回　１２月２１日（土）9:00 ～ 10:30「合唱講座 /閉校式」

離島航路運賃住民割引制度の継続離島航路運賃住民割引制度の継続

　一昨年10月より実施している喜界町住民登録者に対
する離島航路運賃割引制度を平成 25年 10月１日より
継続して、さらに１カ年導入することになりました。

　割引対象者　喜界町住民登録者
　　　　　　　（喜界町へ現住所が登録されている方）
　実施期間　　平成 25年 10月１日から
　　　　　　　平成 26年９月30日まで
離島航路運賃住民割引制度
　区間・等級　喜界→名瀬間、名瀬→喜界間の
　　　　　　　２等旅客運賃のみ
　割引金額　　乗船１回につき
　　　　　　　大人１，０００円
　　　　　　　小人５００円
　　　　　　　（６才未満は小人運賃対象者）
　　　　　　　●他の割引とは重複して適用しない。
　詳しいことは
　㈱喜禎運送店（TEL６５－００５７）まで

１．講座内容　　芸術講座（合唱講座、油彩画【テンペラ画】講座）１．講座内容　　芸術講座（合唱講座、油彩画【テンペラ画】講座）
２．応募資格　　☆喜界町在住の一般成人の方。２．応募資格　　☆喜界町在住の一般成人の方。
　　　　　　　　☆７割以上（全８回のうち６回以上）の出席が可能と見込まれる方。　　　　　　　　☆７割以上（全８回のうち６回以上）の出席が可能と見込まれる方。
３．応募方法　　往復はがきで平成 25年 10月 28日（月）必着。３．応募方法　　往復はがきで平成 25年 10月 28日（月）必着。
　　　　　　　　応募先　〒 891-6201 喜界町赤連 2536 番地　喜界高校芸術科　までお送りください。　　　　　　　　応募先　〒 891-6201 喜界町赤連 2536 番地　喜界高校芸術科　までお送りください。
４．募集定員　　15名（応募者が 15名を超えた場合は抽選で決定します。）４．募集定員　　15名（応募者が 15名を超えた場合は抽選で決定します。）
　　　　　　　　はがきで結果をご案内致します。　　　　　　　　はがきで結果をご案内致します。
５．講座期間　　平成 25年 11月２日～ 12月 21日の土曜日５．講座期間　　平成 25年 11月２日～ 12月 21日の土曜日
　　　　　　　　毎週土曜日に１～２時間実施し、計８回の 14時間受講となります。　　　　　　　　毎週土曜日に１～２時間実施し、計８回の 14時間受講となります。
６．時間・講座内容　６．時間・講座内容　

（連絡先）鹿児島県立喜界高等学校　芸術科　担当　中森　祐介・下園　俊郎（連絡先）鹿児島県立喜界高等学校　芸術科　担当　中森　祐介・下園　俊郎
ＴＥＬ（0997）65-0024・ＦＡＸ（0997）65-0217ＴＥＬ（0997）65-0024・ＦＡＸ（0997）65-0217

平成 25年度　生涯学習県民大学受講者募集平成 25年度　生涯学習県民大学受講者募集

「さしのべた　その手がこどもの　命綱」
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暮らしの情報 インフォメーション
●
後
納
制
度
（
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
可
能
期
間
の
延
長
）
の
お

知
ら
せ

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
40
年
の
間
、
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

65
歳
か
ら
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金

を
受
給
で
き
る
制
度
で
す
。

　

し
か
し
、
保
険
料
を
納
め
ら
れ

な
か
っ
た
場
合
や
、
届
出
を
忘
れ
た

こ
と
で
国
民
年
金
の
資
格
期
間
が

な
い
場
合
は
、
年
金
の
受
給
額
が

少
な
く
な
っ
た
り
、
年
金
そ
の
も
の

が
受
給
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
な

ら
な
い
た
め
に
、
過
去
10
年
ま
で
に

納
め
ら
れ
な
か
っ
た
保
険
料
は
、
後

納
制
度
を
利
用
す
る
と
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

後
納
制
度
は
、
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
期
間

を
過
去
２
年
か
ら
10
年
に
延
長
し

た
こ
と
に
よ
り
、
納
め
ら
れ
な
く

な
っ
た
保
険
料
が
納
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
も
の
で
す
が
、
後
納
制
度

が
利
用
で
き
る
の
は
平
成
27
年
９

月
30
日
ま
で
で
す
の
で
、
後
納
制

度
を
利
用
す
る
方
は
早
め
の
お
申

込
み
が
大
切
で
す
。

　

た
だ
し
、
既
に
老
齢
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
る
方
や
、
65
歳
以
上
で

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
を
お

持
ち
の
方
は
、
後
納
制
度
は
ご
利
用

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

時
ま
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

※
祝
日
（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）、

12
月
29
日
〜
１
月
３
日
は
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
せ
ん
。

※
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
一
般
の
固
定

電
話
か
ら
お
か
け
に
な
る
場
合
は

全
国
ど
こ
か
ら
で
も
、
市
内
通
話

料
金
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

た
だ
し
、一般
の
固
定
電
話
以
外

（
携
帯
電
話
等
）
か
ら
お
か
け
に

な
る
場
合
は
、
通
常
の
通
話
料
金

が
か
か
り
ま
す
。

※「
０
３（
６
７
３
１
）２
０
１
５
」

の
電
話
番
号
に
お
か
け
に
な
る
場

合
は
、
通
常
の
通
話
料
金
が
か
か

り
ま
す
。

※
「
０
５
７
０
」
の
最
初
の
「
０
」

を
省
略
し
た
り
、
市
外
局
番
を
つ

け
て
間
違
い
電
話
に
な
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
か
け
間
違
い
に
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期

間
・
納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全

額
免
除
・
一
部
免
除
・
法
定
免
除
）、

若
年
者
納
付
猶
予
、
学
生
納
付

特
例
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間

が
あ
る
場
合
、
保
険
料
を
全
額
納

め
た
方
と
比
べ
、
老
齢
基
礎
年
金

（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
年
金
）
の

受
け
取
り
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
後
納
制
度
は
事
前
に
お
申

し
込
み
い
た
だ
き
、
後
納
保
険
料
が

納
め
ら
れ
る
期
間
を
審
査
し
ま
す
。

審
査
の
結
果
に
よって
は
後
納
制
度

を
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

後
納
制
度
に
関
す
る
詳
し
い
内

容
は
、
下
記
「
国
民
年
金
保
険
料

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
ま
た
は
お
近
く
の

年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

（http://w
w
w
.nenkin.go.jp

）

を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
ご
自
身
の

年
金
記
録
か
ら
後
納
制
度
を
利
用

で
き
る
期
間
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、『
国
民
年
金

保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
』
へ

　
　
　

０
５
７
０（
０
１
１
）０
５
０

　

０
５
０
（
一
部
）
の
電
話
、

０
７
０
の
電
話
か
ら
お
か
け
に
な
る

場
合
は
０
３
（
６
７
３
）
２
０
１
５

　

お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
基
礎

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】

月
曜
日　

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

火
〜
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分第
２
土
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌

日
以
降
の
開
所
日
初
日
に
午
後
７

日
本
年
金
機
構
か
ら
の

お
し
ら
せ

平
成
25
年
度
巡
回
医
療
相
談
に

つ
い
て

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保

険
料
は
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基

礎
年
金
を
増
額
す
る
た
め
に
、
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
遡
っ
て
古
い
月

分
か
ら
収
め
る
（
追
納
）
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受

け
ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起

算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
さ

れ
る
と
、
当
時
の
保
険
料
額
に
一

定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

• 

一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、

残
り
の
納
付
す
べ
き
保
険
料
が
納

付
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
追
納
は
で

き
ま
せ
ん
。

• 

「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付

特
例
期
間
」
が
「
法
定
免
除
・
申

請
免
除
期
間
」
よ
り
先
に
経
過
し

た
（
古
い
）
月
分
で
あ
る
場
合
は
、

「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付

特
例
期
間
」
が
優
先
し
ま
す
。

• 

「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」

が
「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納

付
特
例
期
間
」
よ
り
先
に
経
過
し

た
月
分
で
あ
る
場
合
は
、
ど
ち
ら

を
優
先
し
て
納
め
る
か
本
人
が
選

択
で
き
ま
す
。

• 

「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付

特
例
期
間
」
の
中
で
は
、
先
に
経

過
し
た
月
分
か
ら
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

• 

「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」

の
中
で
は
、
先
に
経
過
し
た
月
分

か
ら
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
追
納
の
お
申
込
み
・
ご
相
談
は

お
近
く
の
年
金
事
務
所
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
難
病
相
談
・
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
巡
回
医
療
相
談
（
難

病
全
般
）
を
実
施
し
ま
す
。

①　

日
時

　

平
成
25
年
11
月
15
日
（
金
）

　

13
時
〜
16
時

② 　

場
所　

喜
界
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

③　

対
象
者

　

難
病
全
般
の
患
者
・
家
族
、
関

係
者
（
名
瀬
保
健
所
管
内
居
住
者
）

④　

内
容

　

12
時
45
分
〜
受
付

　

13
時
10
分
〜
14
時
30
分

　

講
話
「
最
新
情
報　

国
の
難
病

対
策
の
行
方
」
講
師　

難
病
相
談・

支
援
セ
ン
タ
ー　

福
永
秀
敏
所
長

　

14
時
30
分
〜
14
時
40
分　

休
憩

　

14
時
40
分
〜
15
時
50
分

　

患
者
交
流
会　

助
言
者　

福
永

秀
敏
所
長

　

15
時
50
分
〜
16
時

　

ま
と
め
、
閉
会

⑤　

申
込
み
締
切

　

平
成
25
年
11
月
８
日
（
金
）
迄

⑥　

申
込
み
先

　

名
瀬
保
健
所　

担
当　

岩
元

℡
０
９
９
７
（
５
２
）
５
４
１
１

（
月
〜
金　

8
時
30
分
〜
17
時
）

　

難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー　

相
談
課　

担
当　

笹
原

℡
０
９
９
（
２
１
８
）
３
１
３
３

（
火
曜
日
・
祝
祭
日
・
年
末
年
始
を

除
く　

9
時
〜
16
時
）
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　地球環境を守るかごしま県民運動推進会議
　毎月５日をエコフライデーとし、電気・水・燃料など
の省エネ活動やエコドライブに取り組んでいます。
10 月の取組
環境にやさしい買い物（エコバッグ）
① マイバッグ（エコバッグ）や風呂敷
　を利用します。
②過剰包装を断ります。
③ 環境マーク（エコマークやグリーンマーク等）の表示
のある環境にやさしい商品を選んで買います。

2013 年漁業センサスの実施について
―調べます！日本の水産業―
　農林水産省では、平成 25 年 11 月 1
日現在で、「2013 年漁業センサス」を
実施します。
　漁業センサスは、5年ごとに我が国
の水産業の実態を明らかにする大切

な調査です。統計調査員が調査票の記入のお願いに伺い
ましたら、ご協力をお願いします。
【問い合わせ先】企画課統計係　電話６５－３６８３

☆行政について困っていることや分からないことを行政
相談委員に相談してみませんか。
　町では、行政相談委員の園田直樹さんが国の行政など
役所の仕事について、自宅や電話で相談に応じています。
　この度、行政相談週間行事の一環として、下記のとお
り、行政相談所を開設します。相談は無料で秘密は守ら
れますのでお気軽にご相談ください。
※開設日以外でも自宅や電話で相談に応じています。
日時：10 月 26 日（土）　午前 10 時～午後３時まで
場所：喜界町役場　１階会議室
行政相談員：園田　直樹
電話：０９９７－６５－３６６３
　　　０９０－８８３３－６７２１
住所：喜界町大字赤連２４００番地

建物の新築・増築などを計画している皆さまへ
                ～建築基準法による申請手続を忘れずに～
　建物の新築・増築などを行うときは、建築基準法で「工
事に着手する前に、その計画が建築基準関係規定に適合
するものであることについて、確認の申請書を提出して
確認済証の交付を受けなければならない」と定められて
います。（違反した場合、罰則が適用される場合もあり
ます。）
　建物の新築・増築などの計画があるときには、申請手
続きが必要な建物であるかを確認の上、必要な場合は必
ず申請していただくようお願いいたします。
　たとえば、住宅の場合、確認申請が必要な建物は次の
通りです。
　 ○都市計画区域内に新築する場合、大きさに関係無く
必要。
　○都市計画区域外に新築する場合
　　木造で下記のいずれかに該当するもの
　　①３階建て以上のもの
　　②延べ面積が 500㎡を超えるもの
　　③最高の高さが 13m 若しくは軒の高さが９mを
　　超えるもの
      木造以外で下記のいずれかに該当するもの
　　①延べ面積が 200㎡を超えるもの                  　
　　② 2階建て以上のもの
　※都市計画区域については喜界町役場建設課に必ず
　　確認してください。
　その他申請手続きが必要でないか解らないときなど
は、お知り合いの建築士、工務店、または下記までお気
軽にお問い合わせ下さい。

参考　【建築基準法　第６条第 1項】
　「建築主は、第一号から第三号※までに掲げる建築物
を建築しようとする場合、これらの建築物の大規模の修
繕若しくは大規模の模様替をしようとする場合又は第四
号※に掲げる建築物を　建築しようとする場合において
は、当該工事に着手する前に、その計画が建築基準関係
規定に　適合するものであることについて、確認の申請
書を提出して建築主事の確認を受け、確認済証の交付を
受けなければならない。」
　 ※建築物の用途や構造で種類が分かれていて、一般的
　な木造住宅などは第四号に含まれます。

Information from town 

住民課からのお知らせ
［毎月 5日はエコライフデー！］

企画課からのお知らせ
［2013 年漁業センサスの実施］

建設課からのお知らせ
［建築基準法による申請手続］

敷

［行政相談］

喜界町建設課（℡０９９７－６５－３６９１）
または

鹿児島県大島支庁建設課建設係
（℡０９９７－５７－７３４４）
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　県道沿いの上嘉鉄の田中タエ子さん宅に咲くコウシュンカズラ。
　数年前にタエ子さんが購入し庭に植えた。最初は背丈 20㌢
ほどだったが年々大きくなり、今は車庫の壁をほぼ覆っている。
　コウシュンカズラは、キントラノオ科で枝先に総状花序（柄の
ある花が花茎に均等につく）を出し、鮮やかな黄色い花をつけ、
東南アジアやオーストラリアなどに広く分布する。
　花言葉は「誠実な愛情、飾らない心、情緒豊かな」など。

德田　德田　瑛瑛
えいすけえいすけ

介介くん（湾）くん（湾）
（父　英樹・母　和世）（父　英樹・母　和世）

体岡　体岡　天天
あまねあま ね

音音さん(12歳）（右）（坂嶺）さん(12歳）（右）（坂嶺）

　　　　　　大大
だいちだい ち

地地くん（７歳）（左）くん（７歳）（左）

⑦⑦

　伊実久の厳島神社に祭られている御神体（弁財天）は、
鳥居平右衛門の作品。鳥居妙見の子で江戸出目栄満の門人。
１７７８（安永７）年に没している。
　本像が厳島神社の御神体として祭壇に祭られた由来は不
明。木造の台座と座像の二段からなり、台座には次のように
墨書されている。
「喜芥（界）島与人　玉嶺建立　弁財天
　亨（享）保十九年甲寅　九月吉日
　薩摩国鳥居平右衛門造焉」
　鳥居平右衛門の作品で鹿児島に現存するものは、曽於市
末吉町の住吉神社に大

おおとびて

飛手・大
おお

べし見面（１７４２（寛保２）
年作）、薩摩川内市の新田神社に火王・水王・風王面（１７４０
（元文５）年作）、指宿の揖宿神社に尉面（１７３９（元文４）
年作）が残っている。
　この弁財天は１７３４（享保１９）年に造られているので一番
早く造られたことになる（出村卓三「末吉町末吉神社の面」『鹿
児島民俗学会』鹿児島民俗学会編）。
【参考文献：喜界町誌】

御神体（写真中央）御神体（写真中央）

（父　徳章　母　真知子）（父　徳章　母　真知子）

14



喜界町の推計人口
（平成25年９月１日現在）

世帯数   ・・・・ 3,529戸 （３）

人 口   ・・・・ 7,645人 （△７）

男   ・・・・ 3,695人 （１）

女   ・・・・ 3,950人 （△８）

（　）は前月比

６
ｐ
「
ウ
ッ
カ
ア
を
集
落
民
の
手

で
再
生
」
の
記
事
中
、「
上
嘉
鉄

共
有
地
委
員
会
」
は
「
上
嘉
鉄
共

有
地
組
合
」
で
し
た
。
17
ｐ
「
総

務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
で
積
山

寿
久
さ
ん「（
先
山
）」は「（
先
内
）」

で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

先
月
９
月
号
５
ｐ
「
祝
プ
ロ
初
打

席
・
初
安
打
・
初
打
点
」
の
記
事
中
、

「
平
成
22
年
10
月
に
ド
ラ
フ
ト
2
位

…
」
は
「
平
成
21
年
12
月
に
ド
ラ

フ
ト
2
位
…
」
で
し
た
。

納付をお忘れなく！（10月）
【税】町県民税第３期　10/31まで

【使用料】
１０月分公営住宅・簡易水道・下水道
使用料・保育料　10/31まで
　役場 1階会計又はお近くの金融機関で納めてく
ださい。納入はお早めに！！

氏　
　

名

隈
崎
ヨ
シ
ヱ

植

田　

覺

井
上
ス
ミ
エ

照　

美
代
治

北
村　

梅
野

野
島　

浩
美

久
永　

艶
子

塚
田　

と
み

秋
山　

イ
チ

平　

ハ
ル
ヘ

吉
山
三
千
子

年90才
92
才

87
才

87
才

78
才

48
才

87
才

94
才

85
才

75
才

87
才

住

所

赤

蓮

中

里

赤

連

荒

木

小
野
津

島

中

中

里
湾

赤

連

羽

里

赤

連

氏　
　

名

渉　
　

咲さ
く
ら良

浜
田　

結ゆ
い
な愛

橋
川　

百も

も合

光
　

花は
な

福
島　

り
あ

吉
山　

喜よ
し
と都

福
森　

翔し
ょ
う
た大

保
護
者

･

良
史･

･

勇
樹･

･

誠

･

･

正
太･

･

風

･

･
喜
弘･

･

春
介･

住　

所

中

里

志
戸
桶

湾湾湾湾
中

里

■
香
典
返
し

社
協
だ
よ
り

住

所

浦

原

赤

連

赤

連

中

里

小
野
津

荒

木

荒

木

小
野
津

湾
赤

連
湾

上
嘉
鉄

氏　
　

名

寿　
　

隆
治

西
俣
と
し
子

隈
崎　

悦
男

植
田　

久
子

宮
島
智
恵
子

照　
　

尚
治

井
上　

幸
一

北
村　
　

望

久
永　

俊
雄

秋
山　

信
満

吉
行　
　

昭

榮　

美
江
子

住

所

千
葉
市

氏　
　

名

加
藤　

末
昭

（
敬
称
略
）

　

氏　

名　

上
間　

勇
喜

永
德　

里
歌
子

賀　
　

亮
太

圑
野　

裕
美

住

所

中

熊

鹿
児
島
市

湾

福

岡

県

　

毎
日
、
畑
仕
事
に
通
う
顯
豊
さ
ん
。
今
も
元
気
に
キ
ャ
ベ
ツ
や
な
す

な
ど
の
野
菜
や
、
さ
と
う
き
び
づ
く
り
に
精
を
出
し
て
い
る
。

　

顯
豊
さ
ん
は
戦
時
中
、
瀬
戸
内
町
古
仁
屋
で
陸
軍
に
所
属
し
、
暗
号

を
解
読
す
る
任
務
に
就
い
て
い
た
。「
上
官
に
よ
く
叱
ら
れ
大
変
だ
っ
た
」

と
当
時
の
こ
と
を
振
り
返
る
。

　

顯
豊
さ
ん
は
「
ス
ポ
ー
ツ
中
継
を
見
る
こ
と
」
と
、「
か
わ
い
い
孫
の

成
長
」
が
楽
し
み
と
微
笑
む
。
長
寿
の
秘
訣
は
「
畑
仕
事
」
と
「
よ
く

歩
く
こ
と
」
と
、
元
気
に
語
っ
た
。
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（平成25年10月21日～11月20日迄）

※行事は変更になる場合があります。ご了承ください。毎週月曜日は図書館休館日です。
毎週土曜日14:00～はお話し会（図書館２階）です。毎

中学【9月22日開催】中学【9月22日開催】高校【9月8日開催】高校【9月8日開催】

中学中学

中学中学

中学中学 中学中学

中学中学 中学中学

高校高校 高校高校

高校高校 高校高校

高校高校高校高校

高校高校

中学中学
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